
狂
言『

川
上
』

野
村
万
作

野
村
萬
斎

２０２３年８月２２日[火]
１７：００開演［１６：００開場］

川上総合センターやまぶきホール
料金--------------３０００円［全席自由席］
お問い合わせ-------川上村教育委員会 ＴＥＬ ０７４６-５２-０１４４

特別協力：万作の会
共催：川上村・川上村教育委員会

令和５年度 伝統文化親子教室事業

やまぶきホール狂言特別公演
～大滝ダム竣工10周年記念事業～

～
狂
言
『川
上
』が
繋
い
だ
奇
跡
の
公
演
～

撮影：政川慎治



狂
言
『
川
上
』
が
故
郷
に
！

演
目

吉
野
の
里
に
住
む
盲
目
の
夫
が
霊
験
あ
ら
た

か
と
い
う
川
上
の
地
蔵
に
参
詣
す
る
。
参
篭

の
甲
斐
あ
り
早
速
目
が
開
く
が
、
地
蔵
の
お
告
げ
に
は
「
連
れ
添

う
妻
が
悪
縁
ゆ
え
離
別
せ
よ
」
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を

聞
い
た
妻
は
腹
を
立
て
、
地
蔵
を
の
の
し
り
、
絶
対
に
別
れ
な
い

と
言
い
張
る
。
そ
こ
で
・
・
・
。

川
上
地
蔵
の
お
話

附
子

川
上

主
人
が
太
郎
冠
者
と
次
郎
冠
者
に
留
守
番
を

言
い
つ
け
、
「
こ
の
桶
の
中
に
は
附
子
と
い

う
猛
毒
が
入
っ
て
お
る
。
決
し
て
近
づ
か
ぬ
よ
う
」
と
言
い
残
し

出
か
け
る
。
附
子
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
二
人
は
、
こ
わ
ご

わ
桶
の
様
子
を
探
る
。
気
に
な
る
中
身
の
正
体
は
・
・
・
。

野
村
萬
斎

野
村
万
作

の
む
ら

ま
ん
さ
い

の
む
ら

ま
ん
さ
く

一
九
三
一
年
生
。
重
要
無
形
文
化
財
各
個
指
定
保
持
者(

人
間
国
宝)

、
文
化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
。
祖
父
・

故
初
世
野
村
萬
斎
及
び
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
に
師
事
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。
「
万
作
の
会
」
主
宰
。
軽
妙

洒
脱
か
つ
緻
密
な
表
現
の
な
か
に
深
い
情
感
を
湛
え
る
、
品
格
あ
る
芸
は
、
狂
言
の
一
つ
の
頂
点
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
。
国
内
外
で
狂
言
普
及
に
貢
献
。
ハ
ワ
イ
大
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
で
は
客
員
教
授
を
務
め
る
。
狂
言
の
技
術
の
粋

が
尽
く
さ
れ
る
秘
曲
『
釣
狐
』
に
長
年
取
り
組
み
、
そ
の
演
技
で
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
紀
伊
國
屋
演
劇

賞
日
本
芸
術
院
賞
、
松
尾
芸
能
賞
、
紫
綬
褒
章
、
朝
日
賞
、
旭
日
小
綬
章
等
多
数
の
受
賞
歴
を
持
つ
。

一
九
六
六
年
生
。
祖
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
及
び
父
・
野
村
万
作
に
師
事
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持

者
。
東
京
藝
術
大
学
音
楽
部
卒
業
。
「
狂
言
で
ご
ざ
る
乃
座
」
主
宰
。
国
内
外
で
多
数
の
狂
言
・
能
公
演
に
参

加
、
普
及
に
貢
献
す
る
一
方
、
現
代
劇
や
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
主
演
、
古
典
の
技
法
を
駆
使
し
た
作
品
の
演

出
な
ど
幅
広
く
活
躍
。
各
分
野
で
非
凡
さ
を
発
揮
し
、
狂
言
の
認
知
度
向
上
に
大
き
く
貢
献
。
現
代
に
生
き
る
狂

言
師
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
狂
言
の
在
り
方
を
問
う
て
い
る
。
芸
術
祭
新
人
賞
・
優
秀
賞
、
芸
術
選
奨

文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
、
朝
日
舞
台
芸
術
賞
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
松
尾
芸

能
賞
大
賞
等
受
賞
多
数
。

＜＜＜＜＜＜＜特別公演概要＞＞＞＞＞＞＞
日程：2023年８月22日(火)
開場：16:00 開演：17:00
料金：3000円[全席自由]※未就学児入場不可

定員：300人
会場：川上総合センターやまぶきホール

(奈良県吉野郡川上村大字迫 1374-2)

←会場までのアクセスはこちらから
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憲
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解
説

高
野
和
憲

盲
目
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夫

野
村
万
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妻

野
村
萬
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後
見

内
藤

連

川
上
村
で
狂
言
「
川
上
」
を
上
演
す
る
の
は
、
史
上
初
め
て
の

こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
川
上
」
は
江
戸
時
代
初
期
に
は
で
き
て
い

た
古
い
狂
言
で
、
川
上
村
神
之
谷
の
金
剛
寺
に
あ
る
「
川
上
地

蔵
」
が
願
い
を
た
ち
ま
ち
に
叶
え
て
く
れ
る
と
い
う
信
仰
が
元
に

な
っ
て
い
ま
す
。
金
剛
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
川
上
地
蔵
（
正
式

名
称
「
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
」
）
は
「
投
げ
地
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
、

そ
の
昔
、
役
行
者
が
大
峰
山
で
一
つ
の
地
蔵
を
彫
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
役
行
者
は
彫
り
終
わ
っ
た
地
蔵
を
見
て
「
こ
の
地
蔵
は
顔

が
優
し
す
ぎ
る
。
こ
れ
で
は
駄
目
だ
」
と
言
い
、
投
げ
捨
て
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
投
げ
地
蔵
と
呼
ば
れ
る
由
来
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
投
げ
捨
て
ら
れ
た
地
蔵
が
着
地
し
た
場
所
が
、
皆
様

ご
存
知
の
金
剛
寺
で
す
。
地
元
住
民
は
と
て
も
あ
り
が
た
く
感
じ
、

大
切
に
お
祀
り
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
ご
縁
が
繋
が
っ
て
、
そ
の

「
川
上
地
蔵
」
に
由
来
す
る
狂
言
「
川
上
」
を
野
村
万
作
師
、
萬

斎
師
を
お
招
き
し
、
上
演
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ご
機

会
に
ご
鑑
賞
頂
き
、
改
め
て
古
の
時
代
か
ら
の
つ
な
が
り
に
思
い

を
馳
せ
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

本公演は事前申込が必要です
↓申込は二次元コードから↓


